
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
４
月
11

日
、
東
京
・
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
で
「
水
野
良
則
さ
ん
、

寄
本
智
さ
ん
加
入
歓
迎
大
集

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
集

会
に
は
、
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
な

ど
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加

者
で
両
名
の
加
入
を
歓
び
合

い
ま
し
た
。

木
下
委
員
長
は
挨
拶
で
、

両
名
の
加
入
ま
で
の
経
過
な

ど
を
報
告
し
「
当
た
り
前
の

労
働
運
動
で
さ
ら
な
る
組
織

拡
大
を
進
め
て
い
こ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

来
賓
に
、
Ｊ
Ｒ
総
連
榎
本

委
員
長
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
総

連
青
年
協
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組

青
年
部
の
仲
間
も
祝
福
に
駆

け
つ
け
ま
し
た
。
集
会
で
は
、

３
月
１
日
、
Ｓ
Ｍ
Ｔ
東
京

ト
ラ
ベ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
所

出
向
中
の
水
野
良
則
さ
ん
、

私
は
、
会
社
と
闘
っ
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
存
在

が
無
か
っ
た
ら
、
会
社
を
辞

め
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
当

初
、
「
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
恐
い

か
ら
近
づ
く
な
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
何

が
正
し
い
の
か
結
論
が
出
ま

し
た
。
闘
っ
て
い
る
労
働
組

合
が
真
っ
当
な
こ
と
、
会
社

が
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
裁
判
の
担
当
弁
護
士
か

ら
「
労
働
者
は
弱
者
で
は
な

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私

も
そ
う
思
い
ま
す
。
こ
の
会

社
に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
が
あ
っ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

労
働
運
動
の
こ
と
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
勉
強

し
て
、
言
う
べ
き
こ
と
は
言

っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
に
不
満
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
職
場
集
会
で
の
発
言

が
会
社
に
筒
抜
け
で
し
た
。

職
場
で
は
、
年
休
を
流
す
社

員
が
多
く
い
ま
す
。
何
と
か
、

改
善
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
退
職
ま
で
の
５

年
間
は
、
仲
間
を
増
や
す
た

め
に
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。
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（１）号 外 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１９年（平成３１年）４月１５日

２０１９年

４月１５日

号 外

と
養
殖
組
合
に
よ
る
マ
イ
ン

ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
解
く
こ

と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

ペ
イ
し
な
い
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
建
設
の
た
め
に
、
社

員
か
ら
さ
ら
に
搾
り
取
ろ
う

と
目
論
む
会
社
を
許
さ
な

い
、
私
た
ち
労
働
者
が
安
心

し
て
働
き
暮
ら
し
て
い
け
る

前
提
で
あ
る
平
和
・
人
権
・

民
主
主
義
を
守
る
、
こ
の
闘

い
を
当
た
り
前
の
労
働
運
動

と
し
て
、
職
場
か
ら
地
域
か

ら
展
開
し
、
さ
ら
な
る
組
織

拡
大
を
勝
ち
取
ろ
う
。

http://www.geocities.jp/jrtoukairou/
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ＪＲ東海労働組合

発行人 木下 和樹

編集人 高山 浩

水
野
さ
ん
と
寄
本
さ
ん
の
力

強
い
決
意
表
明
を
受
け
、
全

体
で
共
に
闘
う
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
３
月

日
、
大
阪
第

25

一
運
輸
所
分
会
・
寄
本
智
さ

ん
が
Ｊ
Ｒ
東
海
労
に
加
入
し

ま
し
た
。
心
か
ら
歓
迎
す
る

と
共
に
、
組
織
拡
大
を
勝
ち

取
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
全

大
懇
親
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
総

連
各
単
組
か
ら
激
励
で
頂
い

た
お
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
美

酒
を
堪
能
し
ま
し
た
。

木
下
委
員
長
歓
迎
の
挨
拶

組
合
員
Ｏ
Ｂ
で
喜
び
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
結
成
当
時
か

ら
、
闘
い
を
通
じ
て
組
織
を

拡
大
し
て
い
こ
う
、
そ
し
て

闘
い
も
強
く
大
き
く
し
て
い

こ
う
、
と
い
う
闘
い
の
連
続

で
今
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
い
ま
、
年
休
裁
判
の
闘

い
、
一
方
的
休
日
出
勤
反
対

の
闘
い
の
最
中
、
私
た
ち
の

闘
い
に
賛
同
し
て
水
野
さ

ん
、
寄
本
さ
ん
が
加
入
し
た

こ
と
は
、
多
く
の
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
の
、
会
社

寄
本

智
さ
ん

水
野
良
則
さ
ん

「
Ｊ
Ｒ
東
海
労
で
奮
闘
す
る
」
力
強
い
決
意
表
明

歓迎大集会を盛大に開催！

水野良則さん

寄本 智さん



水
野
さ
ん
と
寄
本
さ
ん
の

加
入
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま

す
。い

ま
、
国
会
で
忖
度
発
言

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
労
組
幹
部
に
も
当
て
は

ま
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

組
合
員
に
圧
力
・
会
社
に
は

活
力
と
い
え
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
西

日
本
の
自
殺
者
は
２
０
０
５

年
ま
で
で

名
で
す
。
労
働

23

組
合
は
仲
間
・
組
合
員
を
守

る
た
め
の
も
の
で
す
。

ペ
イ
し
な
い
リ
ニ
ア
へ
の

財
政
投
融
資
は
３
兆
円
で
、

２
．
１
兆
円
の
東
海
会
社
の

総
資
産
を
は
る
か
に
上
回

り
、
し
か
も
無
担
保
、

年
30

据
置
、
超
低
金
利
で
す
。
国

土
交
通
省
幹
部
も
「
リ
ニ
ア

は
ず
っ
と
赤
字
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。
年
間
４
，
３
０
０

億
円
の
維
持
管
理
費
に
対

し
、
収
入
増
は
２
，
７
０
０

億
円
で
す
。
森
友
・
加
計
問

題
の
比
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル

の
問
題
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
残

土
の
処
分
も
大
部
分
は
未

定
、
動
か
す
た
め
の
電
力
は

原
発
２
基
分
で
す
。
Ｊ
Ｒ
連

合
は
、
方
針
書
に
は
平
和
も

脱
原
発
も
あ
り
ま
せ
ん
。
容

認
で
す
。
こ
れ
は
労
働
組
合

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
総
連
に
力
を
結
集
し

て
、
共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

集会アピール

春の闘いの最中、新幹線メンテナンス東海・東京トラベルサポート事業所へ出向

中の水野良則さん（40歳）が３月１日、大阪第一運輸所の寄本智さん（60歳）が３

月25日、ＪＲ東海ユニオンと決別してＪＲ東海労に加入した。両名の勇気ある決断

に敬意を表し、組合員一同そして、ＪＲ総連全組合員が加入を心から歓迎する。

両名の加入の契機は、会社からの理不尽な嫌がらせ、パワーハラスメント、差別

扱いなどに対し、本人と共に会社に向かうべき立場のＪＲ東海ユニオン指導部が、

こともあろうか会社の立場に立って本人への追及や無対応を決めこみ、本人を追い

込んだことである。また、職場集会で発言したことが会社に筒抜けになるなど、Ｊ

Ｒ東海ユニオン指導部と会社との癒着を許せなかったことである。御用組合の領域

をはるかに超え、養殖組合の名に相応しい応対ぶりである。両名は、真に労働者の

立場に立って共に闘っている労働組合を選んだのである。

水野さんは、会社を相手取って裁判で闘っている。ＪＲ東海ユニオン指導部が水

野さんを一度たりとも応援したことがあったのであろうか。答えは、当然ＮＯであ

る。ＪＲ東海労は、水野さんの裁判闘争を共に闘っていく。

寄本さんは、専任社員になっての決断である。「ＪＲ東海ユニオンではダメだった」

というのが長い鉄道人生で得た結論なのである。

ＪＲ東海労は、本人の同意なき一方的な休日出勤指定に反対する闘い、年休裁判、

診断書強要都労委、一部の社員だけが優遇される人事・賃金制度の改善など、様々

な闘いを展開している。これらに共通することは、会社の理不尽に立ち向かうとい

うことである。水野さん、寄本さんも同様、会社の理不尽と闘ってきた。ＪＲ東海

ユニオンには、若手を中心に、会社の理不尽さやＪＲ東海ユニオン指導部の非労働

者性に辟易している組合員が数多く存在する。私たちはそのような労働者をＪＲ東

海労の戦列に迎え入れるために全力で闘う。

ＪＲ東海労全組合員は、水野さん、寄本さんの勇気に学び、加入を喜び合うと共

に、職場の安全・健康・ゆとりの確保に向けて共に闘うことを、高らかに宣言する。

2019年４月11日

ＪＲ東海労働組合

水野良則さん、寄本智さん加入歓迎大集会

（２）号 外 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１９年（平成３１年）４月１５日

全
組
合
員
が
喜
び
と
祝
福
！

こ
の
上
な
い
美
酒
を
堪
能
！

集会にご出席して頂いたご来賓の皆さま
ＪＲ総連榎本一夫委員長、同淵上利和法対・調査部長、

福田潤一ＪＲ総連青年協議長・ＪＲ東労組青年部長、ＪＲ

貨物労組佐久間晃史青年部長、同妹尾光副青年部長

集会に寄せられたご祝儀、激励品（祝い酒）など
ＪＲ総連、ＪＲ東労組

中央本部、同横浜地本、

同大宮地本、同千葉地本、

ＪＲ北海道労組中央本

部、丸山真一氏（新幹線

地本ＯＢ）

その他、各単組などか

ら多くの激励品・メッセ

ージが寄せられました。

大変ありがとうございました

Ｊ
Ｒ
総
連
榎
本
委
員
長
喜
び
と
連
帯
の
挨
拶


